
１　中期経営目標達成に向けたサービス向上・利用促進等の取組

 (1)　実績

 (2)　令和４年度における取組内容の見直し等

②　広報活動

実施内容

・利用者が作成した作品を外部への発信するため、作品集（冊子）を作成する
・健康推進のため、体育館を利用するフィットネス・プロジェクトを創設する
・地域の一員であることへの意識を高めるため、ボランティア活動（地域の清掃など）を実
施する

・ホームページの更新（月１回）
・奥能登地域の障害者相談支援事業所への情報の提供（相談支援キ
ララ）
・市町、病院に入所の空き情報を提供
・精育園広報の発行（年２回・関係団体、家族向け）

石川県精育園の令和３年度管理状況

　施設所管課 　健康福祉部障害保健福祉課

　施設管理者 　（社福）徳充会

　指定期間 　平成３０年４月１日～令和５年３月３１日

利用者アンケートによる満足度において、利用者サービスは９５％以上、
施設の維持・管理は９０％以上を引き続き維持します。

◆日中活動
・園芸班について、苗の生産・販売に注力しており、大口の注文も
あり平均工賃が約１万円増額となった
◆生活支援
・精神不安、昼夜逆転等の利用者に対応するため、班活動の構成班
を３班から４班に増やし、マンツーマンで対応する体制（利用者３
人、職員３人）を構築した。
◆行事
・船やのと鉄道の貸し切り、Webによる旅行体験により、密を避け
る形でコロナ禍でも旅行気分を味わってもらえるよう工夫した
◆栄養管理
・入所利用者123名に栄養ケアマネジメントを実施した（Ｒ４.３現
在）
・摂食嚥下機能障害のある利用者11名に対し、医師等の指導のもと
定期的に摂食嚥下機能評価を実施した（Ｒ４．３現在）
・医師の指導のもと36名に療養食を提供した（Ｒ４．３現在）
◆給食管理
・行事食（正月、ひなまつり、花見等）や選択メニュー（主に主菜
２種からの選択）を提供した（月１回）
・有料特別メニューを６回実施した
・嗜好調査の実施した

　中期経営目標
　（H30～R4）

項　目 実施内容

①　サービス向上・利用
    促進

様式２



２　中期経営目標の進捗状況

※基準値は中期経営目標における基準値

＜利用者数、貸館稼働率など利用指標に係る増減理由＞

＜利用者アンケート結果（令和４年１月実施　有効回答数68件）＞

３　施設等の維持管理

測定指標
H26～28
年度

(基準値)

R1年度 R2年度 R3年度 前年度比 基準値比 R4年度
(目標値)

- - - - -

(1) 利用者数（人） - - - - - - -

- -(2) 貸館稼働率(％)

利用者サービス(%) 96.7 98.3 100.0 98.2 -1.80㌽ 1.50㌽ 95%以上

(3) 利用者アンケー
ト
　　における満足度

-2.50㌽ 90％以上

指　標 対前年度増減理由 対基準値増減理由

　利用者数 - -

施設の維持管理(%) 92.5 97.9 93.9 90.0 -3.90㌽

　貸館稼働率 - -

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

　利用者サービス(%) 55.6 42.6 1.8 0.0

　施設の維持管理(%) 50.0 40.0 10.0 0.0

(3) 植栽維持管理

(4) 警備

(5) 小規模修繕

項　目 実施内容

(1) 清掃

(2) 設備保守点検

・Wi-Fi及びカメラ設置
・給水管漏水修理
・シャワールーム扉改修
・パーテーション取付
・床下給湯、排水配管漏水修理　など

・電気設備点検、消防設備点検、浄化槽設備維持管理点検、ボイ
ラー等の機械管理点検、冷暖房設備点検、防虫駆除管理等：月１回
（業務委託により実施）
・施設管理職員により、上記設備等を週５日巡回し目視等での点検
及び水量メーター、重油メーターの記録管理を実施

・ツツジ等の剪定等を業者に委託した
・ボランティア、職員による敷地内の大規模な一斉下草刈り：年１
回

・施設全体の警備及び駐車場管理：毎日
・不審者対応訓練：年１回

・日常清掃：毎日１回実施
・定期清掃：月１回
・特別清掃：年２回



４　管理運営体制

５　収支状況

 (1)　使用許可等の状況

（単位：件）

 (2)　使用料の収入実績（利用料金の収入及び減免の状況）

（単位：千円）

 (3)　収支決算

（単位：千円）

項　目 許可件数 不許可件数 不許可理由

基本協定（個人情報の取扱いに係る特記事項）に基づき、適切に管
理している

・安全衛生委員による職場巡視の実施：月１回
・総合防火訓練(避難訓練、通報訓練等）の実施：年２回
・新規採用職員等への火災報知機や通報設備等の操作説明会の実
施：適時
・地震想定訓練の実施：年１回
・不審者対応訓練の実施：年１回
・感染症（コロナ）研修会：年１回
・感染症対策会議：週１回

項　目 実施内容

(1) 緊急時の対応・安全
　　管理などの危機管理

(2) 個人情報の管理状況

　合　計 0 0

項　目 収入額 減免額 減免理由

　合　計 588,034 0

自立支援費等収入 588,034

　利用料収入 581,134 　光熱水費 22,335

　その他 6,900   修繕費 5,279

収　入 支　出

　指定管理料 12,217 　人件費 408,219

　合　計　　① 600,251 　合　計　　② 583,981

　収支差額　①－② 16,270

　その他 148,148



６　利用者からの意見、苦情、要望

７　事故、故障等

８　その他報告事項など

　令和４年４月～
職員に話しかけても、あまり答えて
くれないときがある

職員間で再度確認し、今後はしっか
り対応していく

年　月 内　容 対　応

　令和４年４月～棟の廊下の空調設備が不十分
居室や作業室の空調を活用したり、
衣服で調整する等で対応している

年　月 内　容 対　応

なし



９　評価結果

○　評価基準
　　　Ａ（優）　：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：仕様書等に定める水準を上回っている
　　　Ｃ（可）　：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている
　　　Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある

○　総合評価
　　　Ａ（優）　：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：優れた管理運営がなされている
　　　Ｃ（可）　：適正な管理運営がなされている
　　　Ｄ（不可）：改善が必要である

10　助言・指摘事項

なし

(2) 施設等の維持管理 B

・設備保守点検、警備等が事業計画どおり適切に実施
されている
・不具合が生じた機器等の補修・修繕を迅速に行って
おり、利用者に与える影響を最小限にしている

(3) 管理運営体制 B

・職員配置や職員研修、個人情報の管理について、事
業計画どおり適切に実施されている
・避難訓練、消火訓練を実施するなど、安全管理に努
めている
・感染症対策として、施設内設備の定期的な消毒を実
施している。特に新型コロナ感染症に対しては、毎
週、感染対策会議を実施しているほか、各棟をできる
限りユニット化するなど、クラスターへの対策にも取
り組んでいる

評価項目 評価 所見（工夫・改善点）

(1) 中期経営目標の達成に向
　　けたサービス向上・利用
　　促進等の取組

A

・園芸班について、苗の生産・販売により、利用者の
工賃を引き上げた
・遊覧船や列車の貸し切り、Webによる旅行体験によ
り、密を避ける形でコロナ禍でも旅行気分を味わって
もらうよう工夫している
・歯磨き指導などの口腔ケアや、体操や歩行訓練によ
るフレイル予防など、「予防に勝る治療なし」をテー
マに掲げ、利用者の高齢化対策を行っている

総合評価 A
施設の設置目的にあった管理運営がなされており、利
用者の声を運営に生かすなど、利便性の向上に積極的
に取り組んでいる


